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学校法人 岡部学園 

 

 
 

 

 



１．法人の概要 

《名 称》学校法人 岡部学園【昭和５３年３月３１日法人設立】 

《住所等》大阪市旭区高殿４丁目６番１２号 

    電 話 番 号 06－6951－5205 

    ファックス  06－6951－5360 

    ホームページ www.wakabakids.ed.jp 

    メールアドレス wkb@vesta.ocn.ne.jp 

《設置する学校》 

学校の名称：西高殿若葉幼稚園／定員：160 名 実員：110 名 

代 表 者 名：理事長 岡部宏明 

＊理事 6 名 監事 2 名 評議員 13 名 理事会 3 回開催 評議員会 3 回開催  

《教職員の状況（令和 3 年度末時点）》 

教職員数 13 名（正規職員） 

２．事業の概要（令和 3 年度 西高殿若葉幼稚園の概要） 

《教育方針》 

人や生きものを慈しむ心、旺盛な好奇心、物事に取り組む意欲、最後まであきらめないねばり

強い心など、自ら育つ力を日々の保育において、また、遊びや行事を通じて、ルールや人との関

わり合いを学びながら、心身ともに健やかに成長できるよう日々の保育にあたる。 

《教育内容》 
幼児期の基本的な生活習慣、集団生活でのきまりを学ぶとともに、幼児期が生涯にわたる人間

形成の基礎を培う時期であることから、日常の保育活動、年間行事を通じ、それぞれの子どもの
特性を生かした保育を行う。 

 

《学年・定員・実員(内訳)学級数》    ＜各年度 5 月 1 日現在の数値＞ 

 

 

 

 

 

《保育時間》 

○ 開園時間：午前８時００分～午後６時３０分 

○ 月・火・木・金曜日：午前９時～午後２時３０分 

○   水曜日    ：午前９時～午後２時 

○   土曜日    ：休園 

○ 給食日：月・火・木・金曜日 
 

《納付金》 

 ○特定保育料：年額 60,000 円（3,4,5 歳児とも 12 カ月割均等納付） 

 ○給 食 費：週 5 回 6,160 円／月（22 日の場合） 

 ○園バス維持費：3,000 円／月(利用者のみ) 

 ○保護者会費：  800 円／月(年額 9,600 円を 4 月時に一括徴収) 

 

年 度 3 歳児 学級数 4 歳児 学級数 5 歳児 学級数 計 

定 員 20 名 １ 70 名 ２ 70 名 ２ 160 名 

R01 年度 40 名 ３ 63 名 ２ 52 名 ２ 155 名 

R02 年度 35 名 ３ 40 名 ２ 63 名 ２ 138 名 

R03 年度 36 名 ３ 35 名 ２ 41 名 ２ 112 名 



《入園時の費用》 

 ○入園料：７０，０００円（３歳児） 

：７０，０００円（４歳児） 

：７０，０００円（５歳児） 

《預かり保育と費用》 

○月～金曜日：午後 2 時 30 分～午後 6 時 00 分迄（水曜日は午後 2 時～午後 6 時 00 分迄） 

利用料金：午後 5 時迄(１日 700 円) 午後 6 時迄(１日 900 円) 

○早朝（am8:00～am8:30）・延長（～pm6:30）預かり保育（月～金） 

 ○夏休み及び長期休業中：午前 8:30～午後 6:00・6:30（年間 27 日実施） 

利用料金：１回 1,500 円～1,800 円 

《行事実施状況》 

 ○ 4 月／進級式・入園式 

 ○ 5 月／コロナのため行事なし 

 ○ 6 月／コロナのため行事なし 

 ○ 7 月／歯科検診・健康診断・水あそび・懇談会・終業式  

 ○ 8 月／夏休み・夏休み預かり保育・夏期保育 

 ○ 9 月／始業式・避難訓練 

○10 月／運動会・いもほり遠足・遠足（年長） 

○11 月／園外保育・避難訓練・遠足（年長） 

○12 月／表現発表会①・クリスマス会・終業式・冬休み 

○ 1 月／始業式・お買い物会 

○ 2 月／作品展（動画配信）・節分豆まき 

○ 3 月／・表現発表会②・園外保育（年長）・卒園式・終了式 

《施設関係》 

園地面積 890 ㎡   運動場面積 720 ㎡ 

《設備関係》 

  〇園内 ifi 追加設置工事 ◯全室サーキュレータ―、Co2 センサー設置 

〇登園管理システム更新 ◯園舎外壁補修工事 ◯ポータブルアンプ・演奏用アンプ更新 

《借入金関係》 

なし 

 

《事業報告》 

 令和 3 年度より新制度園（施設型幼稚園）への移行となった。教育・保育については特に問題は

なかったが、無償化等による事務量の増加、支援、配慮が必要な子どもへの対応、産休、育休職

員による人員配置の補てん、職員の新型コロナウイルス感染症り患など、人的面において非常に

厳しい 1 年となったが、足らない部分を全員の職員がフォローし合い苦境を乗り越えることがで

きた。また、園児減による収入の減少など、運営面においても大変厳しい状況ではあったが、新

制度移行による給付の増額、できる限りの支出を抑えながら安定的な運営を行うことができた。

また、収入減少の一番の要因である園児減であるが、教育、保育的な面においては、きめ細やか

で一人ひとりの子どもに向き合える丁寧な教育、保育を行うことができた。 


